
橋の街　栄

『　対流　×　アイストップ　×　立体交差　』

異日常空間へのエントランスゾーン 動と静のハイブリッドゾーン 創造と発信ゾーン

①３本の重なる橋 ②筋交いの入った橋 ④２本の重なる橋 ⑤丸みを帯びた橋 ⑥アーチの橋③広場をつなぐ橋

栄には多くの橋が存在し、立体的な動線をつくっていることに気づいた。
一方で、名古屋は直交グリットで構成された街であり、街を歩いていても
視線が抜けやすく変化がないため、通りごとの個性が生まれにくい特徴
がある。しかし、名古屋市科学館を例として、通りの先にあるものが
アイストップとなり得る。栄でも同様に、百貨店の連絡通路や公園内の
橋が通りの個性を生み出す可能性を秘めていると考える。

既存の建物や橋と久屋大通公園を結ぶ新たな「橋」を計画する。

中央分離帯が公園化した久屋大通では、車道が街と公園を隔て、
賑わいが東西で分断されてしまっている。
さらに、橋は単なる動線空間となり、視線が立体的に交差する潜在力
を十分に引き出せていない。百貨店の連絡通路も、建物内で完結して
おり、都市全体の回遊性に寄与する構造になっていない。

  ” 栄の特性  ” に気づく　久屋大通の現状

対流と滞留が共存する場

06

表現活動の場

１ 人が流れる橋 ５ ステージになる橋２ ２つのゾーンを繋ぐ橋 ３ 対流 ×滞留の橋 ４ 東西の通りに個性をつくる橋 ６ 広場を巻き込む橋

異日常空間へのエントランスゾーン 動と静のハイブリッドゾーン 創造と発信ゾーン

１ ２ ３

「橋」の可能性を見出す

橋が生み出す３つの価値
１. 橋が建物と広場を繋ぐことで、既存の南北動線や公園を巻き込み、街全体に対流を生み出す
２. 橋そのものがアイストップとなり、通りに個性を与えることで、イメージアビリティを高める
３. 橋に様々なアクティビティを受け止める” 余白  “を持たせることで、滞留が生まれ、
　  視線の立体交差が生じる

久屋大通公園のエントランスとして、
うねらせた手すりによって
人の流れを可視化・短時間の滞在を
想定し人の流れを見せる

①

②

１

2

通りの新たな個性を生み
分断された広場をつなぐ

エントランスゾーン

3

4

③ ④

土地の高低差によって
既存の橋が二本ずれて見える

動と静のハイブリッドゾーン

5
対流と滞留の空間が共存し
2つの広場をつなぎつつ
栄の街を再認識する場となる

ストリートパフォーマーの
ステージでもあり、
光の広場を眺める
観客席でもある

⑤

⑥
6

配置図　S=1:3000

N

創造と発信ゾーン

テラスを巻き込んでつくる場
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